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モザンビーク、マプートにおけるHot Coalの積載 
 
 
 
 
Gardは最近DurbanのCorrespondentからモ

ザンビークのマプートのMatola Coal 

Terminalにおいて高温状態で石炭が船積

みされているという報告を受けている。 

石炭を船積みしているうちに貨物艙内の貨

物が自然発火してしまったようだ。乗組員

は幸運にも船積みが完了する前に貨物が

くすぶっているのを発見し、全ての貨物は

本船からその後降ろされた。安全輸送に対

するIMOの上限である５５℃をはるかに超

えた温度が荷揚げ中に報告された。 

 

更に調査しているうちに少なくとも一箇所の

集積場ではっきりと視認できる火災があり

、この事故前にはいくつかの他の集積場か

らもくすぶるのが観察されたということがcoｒrespondentより報告された。これはここ５年でこのターミナルで

起きた最初の事故であり、この最新の事故は季節はずれの強い風と、ターミナルに数ヶ月も貨物を野積み

することとが複合して起きたものと思われる。 

 

Solid Bulk Cargoに対する安全実施コード (BC Code) 

に記載された全ての要件を確実にしておくことに加えて、乗組員はマプートで石炭を船積み中は特に用心

深くあるべきであろう。少なくとも乗組員が航海中、貨物に対して適切な注意が払えるように、船主は荷送

人からの情報を入手せねばならないことを強調しておく。BC 

Codeは、船積み前に荷送人/代理店は貨物の安全な取扱/船積/輸送に関しての指針とともに文書にて貨

物の特徴を船舶に提供すべきことを強調している。最低限の要求として水分/硫黄含有量やサイズなどの

特性は与えられるべきであり、特に貨物がメタンガスを放出したり、自己発熱する場合はなおさらである。 

 

P&I Associates Pty. Ltd. Durbanに以上の情報の提供を感謝する。 
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